































1… 木村荘八「挿絵と素描」（「アトリヱ」1932 年 4 月）、『木村荘八全集』第二巻（講談社、1982 年）所収。















　大仏次郎「仏蘭西人形」は、1932 年 3 月 19 日から 8月 22 日まで「時事新報」に 155 回にわたっ
て連載された。挿絵は、河野通勢である。その後、タイトル表記が『ふらんす人形』へと変更


















　「仏蘭西人形」連載開始の前日（1932 年 3 月 18 日）に掲載された予告（無署名）では、「舞
台はわれへの最も関心深きところ、即ち満州、ヨコハマ、東京等であります」と紹介されて



















































































と」の章の終わりである 15 回 図 1　「第 1 回」挿絵
3… 河野通勢と河野次郎に関しては、「大正の鬼才　河野通勢」展　図録（渋谷区松濤美術館ほか　2008 年）、「河野次
郎と明治・大正の画人ネットワーク」展　図録（栃木県立美術館　2015 年）を参考にした。
4… 尾崎秀樹「現代挿絵考」4（「みづゑ」1987 年 12 月）
































































キキ（第 41 回）、店内で客と踊る登美子を発見するキキ（第 42 回）、陽子の右腕を取って組み
















図 2　「第 44 回」挿絵画稿
5… 絵の内容とは関わりはないが、連載の第 2 回から第 13 回までは、画面内に№ 2,…№ 3……という番号が書き込まれ
ている。理由は不明だが、第 14 回以降は記載が無くなる。また、挿絵画中のサインは「通勢筆」「m.kouno」の 2
種類があり、なかには無署名のものもある。



































所持しているらしい。モンパル図 3 「第 30 回」挿絵
6… 画稿は、用紙サイズ 230 × 255 ミリで、画面サイズは 168 × 255 ミリとなっている。
7… 注（4）に同じ。
8… 本来第 120 回が掲載される予定だった 7 月 17 日は「作者病気のため休載」となっている。連載後半になって原稿
のストックが無くなったのであろう。























































































た端正な顔立ちの青年として描かれている。ただし図 5　「第 108 回」挿絵



































（図 1）　「時事新報」1932 年 3 月 19 日紙面より
（図 2）　「時事新報」1932 年 5 月 2 日掲載挿絵のための画稿　筆者蔵
（図 3）　「時事新報」1932 年 4 月 18 日紙面より
（図 4）　“Atelier…Man…Rey”…La…Fabrica　2008 年より
（図 5）　「時事新報」1932 年 7 月 5 日紙面より
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